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データドリブン経営の取り組みが加速するなか、企業内のデータを重要な資産として扱い、そのデータをもとに経営テーマを
解決する取り組みの重要性が高まってきています。なかでも、DXを推進する企業においては、事業や機能(例：生産、営業)
で分割された部門ごとに業務の見える化やBIの導入を進めるケースが増えています。一方で、部門の軸で最適を目指した
システム導入を進めた結果、部門単位でデータが散在し、部門を跨いだデータを取得・活用できないケースが散見されます。
アビームコンサルティングは、データ利活用の知見をもとに、企業の新規事業創出やSCM変革等の経営テーマに沿った
ユースケースを策定し、データ提供ユーザーとデータ利用ユーザーを繋ぐデータマネジメントプラットフォーム（DMP）を構築
します。また、データマネジメントプラットフォームを適切に推進・運用するためのルール策定や人材育成などの体制づくり
までを包括的に支援することで、企業内のデータ価値を向上させ経営テーマの解決に貢献します。

事業部門とコーポレート部門の共創体による
ユースケースを起点としたデータマネジメントプラットフォーム構築を通じて
データ価値向上と経営テーマの解決を支援

Use-case Driven Data Management

企業内におけるデータマネジメントの課題
近年、ビジネス環境の変化は激しく、社会・消費者のニーズも多様化しています。また、第四次産業革命であらゆるものがネットワークで繋がったことで、
企業内の各部門が保有するデータの分析・予測を通して、顧客へ新たな提供価値を生み出す必要性が高まっています。しかしながら、データの粒度や
網羅性不足などが原因で、部門を横断したデータ活用およびその仕組み作りが上手く進められていないケースが散見されます。データを起点とした経営
を実現する為には、業務・データ、システム、ルール、人材育成の切り口で打ち手を講じる必要があります。なかでも、事業部門とコーポレート部門が同じ
目線に立ち、事業テーマをもとにユースケースを洗い出し、具体的に定義することが重要です。

Use-case Driven Data Management

サービスの概要
アビームコンサルティングは、各業界のデータ・業務・システム知見、数々のクライアントと共に推進してきたDXプロジェクト実績により、データマネジ
メントプラットフォームの推進組織となる事業部門とコーポレート部門の共創体を立上げ、その共創体と伴走しながら、データの提供側となる部門や
ユーザーが抱えるユースケースを洗い出し、定義します。また、データマネジメントのアーキテクチャデザイン・システム構築、データマネジメントの教育
プログラム開発・実行、データ連携・活用における方針・ルール策定、データの意味とその所在地の見える化までを包括的に支援します。
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データマネジメントプラットフォームの提供価値は「社内の事業部門やユーザーから生まれる個別業務システムデータや基幹システムデータ等、様 な々データを
一体として保持し、分析・予測、判断に必要なデータをユーザーへ迅速に提供可能にする」ことです。
つまり、「新事業創出」や「新製品サービス開発・リリース」等といった経営テーマを解決する為のユースケースをまず設定した上で、「データを収集・統合・出力
するシステム基盤」、「部門横断の共創体(=DMPを構築・運営する推進組織)」、「データ提供・利用ユーザー」がデータマネジメントプラットフォームの
構成要素となります。

データマネジメントプラットフォームの目指すべき姿

DMP構築プロセスを進める過程では、5W1Hが明確なユースケースの仮説を立てたものの、それを検証することができない等、工程ごとに課題が
生まれプラットフォーム構築や運用推進の障壁となります。アビームコンサルティングは、各業界のデータ・業務・システム知見、数々のクライアントと
共に推進してきたDXプロジェクト実績により、DMBOK（Data Management Body of Knowledge：データマネジメントの知識体系）だけでは
推進が難しいデータマネジメントを構想策定から導入、運用まで一気通貫で支援します。

DMP構築プロセスを進める過程で見込まれる課題とアビームコンサルティングの提供価値
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アプローチ DMP構築プロセスの検討過程で見込まれる課題

お問い合わせ先： Digital X Innovation Business Unit　JPABDGTLTech@abeam.com

提供価値

運用
● ユーザー拡大や機能拡張がされない
● ユースケース追加や変更に伴い、無作為なテーブルが乱立し、
データの関係性が崩れる。またその変更に伴った権限、教育、
ルールの変更が漏れる

● ユーザーの利用価値を高める為に、ユースケース拡張、データ・機能
改善推進

● データ・機能だけでなく、人・組織・ルール含め全体感を持った運用推進

開発 ● 機能全体を俯瞰した設計を元にした開発手法や標準化ルールが
徹底されない為、処理がスパゲティ化

● フロントシステムのデータモデルを捉え、ユーザ要求を満たした
   データ収集およびデータレイク開発
● データフローを元にユースケースに対応したDWHとデータマート、
　変換処理を開発

データフロー
データモデリング

設計

● 個別ユースケースに基づくシステム設計により、データの再利用性が
無くなり、拡張・改善しづらくなる

● データベース製品の特徴を設計書に反映できない

● 全体のユースケース内容とソリューション・製品特性・制約の
双方に基いたデータフロー・モデルを定義

個別システム
仕様確認・調整

● 部門間のコミュニケーションが上手くいかない、パスが無い為、
オーナーへの仕様確認に時間がかかる

● 「データの受け側（利用者）の為のデータ加工処理の機能配置調整に
時間がかかる

● 部門横断WGの設計・構築と継続的な実践を通じ、システム・データ・
ユースケースの理解を浸透促進

ユースケース
設計

● 何の為に、誰が、どのデータソースの何のデータを使い、どう計算、分析・
予測、判断するのか、5W1Hが明確なユースケース仮説を立て、それを
検証することができない

● 事例をもとにユースケースを議論し詳細内容を定義
● WGやコミュニティでの交流を通して、ユースケースをバリューアップ

データ活用
計画策定

● 会社視点のテーマに基づいたデータ利活用の目標、それに至るまでの
計画がなく、事業部門毎に個別検討を進めた結果、会社視点で見た
ときに取り組み内容に抜け漏れ、重複がある

● データ活用のテーマ設定を行い、 DMPアーキテクチャデザイン、
部門横断のコミュニティを設計、求められる人物像の計画策定を推進


